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平成13年度決算に対する各会派の見解平成13年度決算に対する各会派の見解
平
成
13
年
度
（
2
0
0
1
年
度
）
予

算
は
行
財
政
5
か
年
計
画
初
年
度
の
予

算
で
し
た
。
区
民
の
皆
さ
ん
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
行
財
政
改
革
が
開
始
さ

れ
た
年
度
で
す
。

一
般
会
計
歳
入
総
額
9
8
2
億
8
千

万
円
、
歳
出
総
額
9
4
3
億
5
千
万
円

差
引
き
39
億
円
の
繰
越
に
な
り
ま
し
た

が
、
用
地
の
売
却
処
分
、
出
資
金
返
還

金
等
臨
時
的
収
入
に
よ
る
も
の
で
、
区

の
財
政
再
建
の
前
途
は
予
想
さ
れ
る
需

要
に
対
し
て
未
だ
非
常
に
道
険
し
、
が

現
実
で
す
。

私
た
ち
は
「
区
民
と
の
協
働
の
確
か

な
基
盤
と
し
て
の
理
念
」
を
明
確
に
整

え
13
年
度
予
算
執
行
を
行
う
こ
と
を
強

調
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
点
で
は
13
年

度
予
算
は
非
常
に
不
十
分
な
内
容
で
す

が
、
今
後
区
が
手
ご
た
え
の
あ
る
区
民

参
加
と
区
民
と
の
協
働
の
理
念
を
も
ち

同
時
に
実
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

13
年
度
予
算
は
前
区
長
の
下
で
編
成

執
行
さ
れ
、
本
年
6
月
の
中
野
区
長
選

挙
を
経
て
田
中
新
区
長
に
よ
っ
て
議
会

の
認
定
に
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。
決
算

認
定
に
あ
た
り
今
回
は
じ
め
て
「
中
野

区
財
政
白
書
」
も
作
成
、
提
出
さ
れ
た

こ
と
は
区
民
と
区
が
情
報
の
共
有
を
す

る
意
味
で
評
価
す
べ
き
こ
と
で
す
。
区

が
財
政
再
建
を
強
力
に
推
進
し
、
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
を

求
め
る
も
の
で
す
。

行
財
政
5
か
年
計
画
初
年
度
の
成
果

と
も
い
う
べ
き
、
平
成
13
年
度
決
算
は
、

実
質
収
支
39
億
円
余
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
内
容
は
、
財
政
の
再
建
過
程
で
不

安
定
な
状
態
に
あ
る
こ
と
は
依
然
と
し

て
変
わ
り
ま
せ
ん
。
歳
入
を
見
ま
す
と
、

本
来
区
民
の
も
の
で
あ
る
財
産
の
売
り

払
い
や
外
郭
団
体
へ
の
出
資
金
の
引
き

上
げ
な
ど
に
よ
る
臨
時
的
収
入
の
増
額

や
、
過
去
に
土
地
開
発
公
社
が
購
入
し

た
土
地
を
処
理
す
る
た
め
の
起
債
に
よ

る
規
模
の
拡
大
が
あ
る
一
方
で
、
歳
出

に
お
い
て
は
、
施
設
建
設
改
修
の
凍
結

な
ど
の
先
送
り
に
よ
る
投
資
的
経
費
の

極
端
な
絞
り
込
み
や
、
諸
事
業
の
縮
小

廃
止
な
ど
に
よ
る
歳
出
の
圧
縮
が
見
ら

れ
ま
す
。
中
野
区
の
将
来
の
財
政
需
要

に
備
え
る
基
金
残
高
は
57
億
円
と
、
23

区
で
最
低
水
準
で
あ
り
、
起
債
残
高
に

債
務
負
担
行
為
額
を
加
え
た
将
来
負
担

額
は
7
6
6
億
円
も
あ
る
と
い
う
現
状

は
、
他
区
に
比
べ
て
い
か
に
歳
出
構
造

の
見
直
し
が
根
本
的
に
遅
れ
た
か
を
物

語
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
長
期

的
な
景
気
の
落
ち
込
み
の
中
「
血
税
の

無
駄
遣
い
は
許
す
な
！
」
と
い
う
精
神

の
も
と
で
、
保
育
園
の
民
営
化
・
民
間

委
託
方
式
な
ど
、
尚
一
層
の
行
政
の
効

率
化
が
至
上
命
題
で
あ
り
ま
す
。
今
こ

そ
健
全
財
政
の
為
の
施
策
を
確
実
に
推

進
し
て
行
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま

す
。

血
税
の
無
駄
遣
い
を
許
す
な
！

自
由
民
主
党
議
員
団

破
綻
寸
前
に
あ
る
区
財
政
を
立
て
直

す
た
め
に
区
は
行
財
政
5
か
年
計
画
を

つ
く
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
平
成
13
年

度
の
一
般
会
計
予
算
は
編
成
さ
れ
、
執

行
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
11
年
度
の
決
算
で
、
経
常
収
支

比
率
は
1
0
1
・
7
％
を
超
え
、
ま
さ

に
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、

平
成
13
年
度
決
算
で
は
、
経
常
収
支
比

率
も
85
・
8
％
と
な
り
、
改
善
の
兆
し

が
み
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
13
年
度
の
予
算
編
成

に
お
い
て
、
施
設
建
設
の
凍
結
、
施
設

改
修
の
先
送
り
な
ど
の
投
資
的
経
費
の

絞
り
込
み
を
は
じ
め
、
区
民
生
活
に
影

響
の
あ
る
教
育
、
福
祉
施
策
等
の
事
業

の
縮
小
、
休
止
、
廃
止
、
さ
ら
に
は
1

0
0
名
を
超
え
る
非
常
勤
職
員
の
大
幅

削
減
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

し
か
も
な
お
、
起
債
残
高
（
借
金
）

は
5
5
0
億
円
も
あ
り
、
基
金
残
高

（
貯
金
）
は
、
57
億
円
と
23
区
で
も
際
立

っ
て
少
な
い
額
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
23
区
で
最
も
厳
し
い
財

政
状
況
に
陥
っ
た
最
大
の
原
因
が
行
政

改
革
に
対
す
る
取
り
組
み
の
遅
れ
に
あ

る
こ
と
を
き
ち
っ
と
認
識
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
区
民
生
活
を
守
り
な
が
ら
、

財
政
再
建
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

な
お
一
層
の
徹
底
し
た
内
部
努
力
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

行
財
政
5
か
年
計
画
初
年
度
に
あ
た

る
平
成
13
年
度
決
算
は
、
39
億
3
千
万

円
余
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

一
時
的
な
景
気
回
復
に
よ
る
都
か
ら
の

交
付
金
な
ど
の
増
加
、
用
地
売
却
な
ど

の
臨
時
的
収
入
、
ま
た
職
員
数
な
ど
の

削
減
に
よ
る
人
件
費
の
削
減
が
主
な
要

因
で
す
。
し
か
し
、
区
の
借
金
は
7
6

6
億
円
も
あ
り
、
一
方
預
金
は
57
億
円

で
23
区
最
低
、
人
件
費
の
占
め
る
割
合

が
33
・
6
％
と
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
児
童
手
当
の
対
象
を

就
学
前
ま
で
拡
大
、
小
中
学
校
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
教
室
内
の
L
A
N
構
築
及
び
整

備
、
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
、
乳
幼
児

医
療
費
助
成
の
拡
大
、
知
的
障
害
者
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
な
ど
公
明
党
が
推

進
し
て
き
た
福
祉
、
教
育
な
ど
事
業
の

進
展
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
特
に
評
価
し

ま
す
。

さ
ら
な
る
行
政
改
革
、
内
部
努
力
を

徹
底
し
て
行
い
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
区

民
の
暮
ら
し
や
福
祉
を
守
り
、
さ
ら
に

少
子
・
高
齢
化
対
策
な
ど
子
育
て
支
援

や
介
護
予
防
な
ど
緊
急
の
施
策
を
実
施

し
て
い
く
た
め
に
財
政
の
健
全
化
は
引

き
続
き
最
優
先
課
題
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
2
年
後
の
基
本
構

想
策
定
ま
で
の
間
を
つ
な
ぐ
、
行
財
政

改
革
の
指
針
た
る
方
策
を
速
や
か
に
検

討
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

福
祉
や
教
育
な
ど
、
区
民
生
活
を
切

り
捨
て
る
行
財
政
5
か
年
計
画
が
実
施

さ
れ
た
初
年
度
で
し
た
。

決
算
結
果
は
、
70
年
間
の
区
政
史
上

二
番
目
の
大
黒
字
で
あ
り
、
事
業
予
算

の
執
行
残
は
過
去
5
年
間
で
一
番
多
く
、

そ
れ
だ
け
区
民
へ
の
痛
み
を
強
い
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
民
生
費
は
1
億
1
1
0
0

万
円
の
減
少
で
、
高
齢
者
福
祉
費
の
自

立
支
援
型
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

自
己
負
担
が
導
入
さ
れ
、
高
齢
者
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
が
激
減
し
、
女
性
青
少

年
費
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

教
育
費
は
、
中
学
校
修
学
旅
行
参
加

費
補
助
カ
ッ
ト
な
ど
、
保
護
者
負
担
を

増
や
し
た
り
、
学
校
の
施
設
維
持
や
整

備
費
の
減
額
、
図
書
館
図
書
購
入
費
を

区
民
一
人
あ
た
り
1
4
7
円
と
23
区
最

低
に
す
る
な
ど
、
前
年
度
よ
り
9
億
3

6
0
0
万
円
減
額
し
ま
し
た
。

財
源
確
保
で
は
、
国
が
負
担
す
べ
き

分
を
区
が
負
担
し
た
額
58
億
円
は
そ
の

ま
ま
で
、
一
方
、
事
業
を
切
り
捨
て
た

り
、
民
間
に
事
業
を
移
し
た
り
、「
受
益

者
負
担
」
と
い
う
自
己
負
担
の
押
し
つ

け
は
、
区
が
「
自
治
体
が
自
治
体
で
な

く
な
る
」
道
に
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
こ

と
に
な
り
ま
す
。

決
算
で
み
ら
れ
る
区
民
切
り
捨
て
を

や
め
、
区
民
生
活
を
支
え
、
守
る
立
場

に
立
つ
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

改
革
で
区
民
要
望
の
実
現
を

区
民
生
活
を
支
え
る
区
政
に

公

明

党

議

員

団

日
本
共
産
党
議
員
団

参
画
と
協
働
の
区
政
の
構
築
を

市
民
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム

な
お
一
層
の
内
部
努
力
を

民

主

ク

ラ

ブ

中野区議会は、歳暮の贈答など、 
虚礼等の廃止を決議しています 
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●新聞、雑誌、名簿、掲示板等への広告 
●各種行事・各種団体に対する寄付・カンパ、祝儀、祝電、
　金品等の贈与等 
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